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３月16日、佐賀小学校でバイキング形式の卒業お祝い
給食が行われました。
食材の大部分は、地元の水産加工会社のウサガワ(有)か

ら無償で提供していただいたもので、テーブルにはくじら
の竜田揚げや海草サラダなど15品目が並びました。
児童たちは、目を輝かせながら、さまざまな種類の料理
を皿に取り分け、１年に１回の楽しみであるバイキング給
食をおいしくいただきました。

バイキング給食で思い出づくり

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平成19年度予算の公表と重点施策
（Ｐ２～５）

■平生町財政状況等一覧表（Ｐ６）
■水道料金が改定されます（Ｐ７）
■下水道の区域が拡大します（Ｐ８～９）
■町長室の窓（Ｐ13）
■まちの話題（Ｐ14～17）
■情報伝言板（Ｐ22～23）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>

○ホームページ：http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/ ○E-mail：hirao1@hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp
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平
成
19
年
度
予
算
は
、
「
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
」
実
施
計
画
の

実
践
や
最
終
年
度
に
あ
た
る
「
緊

急
平
生
町
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
実
施
に
引
き
続
き
取
り
組

む
こ
と
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
予

算
編
成
と
し
ま
し
た
。

税
収
に
つ
い
て
は
税
源
移
譲
の

実
現
や
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
大

幅
な
増
加
を
見
込
め
る
も
の
の
、

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
国

か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
廃
止
・
縮

減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一

般
財
源
総
額
で
は
減
少
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
い
て
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
ま
ち

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
あ
る
、

・
安
全
、
安
心
の
絆
（
ま
ち
）
づ

く
り

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

・
子
ど
も
た
ち
の
育
成
環
境
づ
く

り
・
定
住
を
促
進
す
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り

の
４
項
目
に
重
点
配
分
し
た
課
題

対
応
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
45
億

９
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
対
比
で
は
３
年
ぶ
り
の
プ
ラ

ス
と
な
り
２
・
７
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
新
規
施
策
で
あ

る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
上
関
町
と
の
共
同

事
業
と
し
て
事
業
実
施
の
代
表
町

と
な
る
こ
と
か
ら
、
２
町
分
の
事

業
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
い
た
平
生

町
の
実
質
予
算
で
は
１
・
７
％
の

増
加
と
な
る
も
の
で
す
。

ま
た
、特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

佐
合
島
渡
船
事
業
会
計
が
馬
島
航

路
と
の
事
業
統
合
に
よ
り
、
交
通

災
害
共
済
事
業
に
つ
い
て
も
、
会

計
事
務
が
一
部
事
務
組
合
へ
移
管

し
た
こ
と
に
よ
り
特
別
会
計
数
は

２
会
計
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
特

別
会
計
全
体
で
は
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
２
・
９
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。町
会
計
全
体
で
は
、

96
億
53
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年

度
対
比
で
２
・
８
％
の
増
加
と
な

り
、
一
般
会
計
と
同
様
に
３
年
ぶ

り
に
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
19
年
度
の
重

点
施
策
（
事
業
）
を
ご
説
明
し
ま

す
。

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要
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75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
（
65

〜
74
歳
の
ね
た
き
り
な
ど
の
人
を

含
む
）
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度

か
ら
現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
か

わ
っ
て
独
立
し
た
医
療
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
す
。
平
成
19
年
度
で
は

創
設
に
向
け
た
電
算
シ
ス
テ
ム
の

整
備
、
ま
た
制
度
改
正
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確

保
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
に

対
し
て
、
発
電
機
購
入
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
助
成

事
業

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設

に
伴
う
環
境
整
備

障
害
者
自
立
支
援
法

「
特
別
対
策
」
事
業

柳
井
医
療
圏
の
休
日
夜
間
診
療

所
整
備
に
向
け
て
一
次
救
急
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
従
来

の
休
日
昼
間
の
診
療
に
加
え
、
平

日
夜
間
の
在
宅
当
番
医
制
度
を
開

始
し
、
一
次
、
二
次
救
急
医
療
の

体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

診
療
所
整
備
体
制
の
構
築

自
治
会
活
動
費
継
続
実
施

(

行
政
協
力
員
手
当
の
統
合)

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
役
場
、
避
難
所
お
よ
び
情
報

カ
メ
ラ
な
ど
よ
り
収
集
し
た
災
害

情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
住
民
へ
の
提
供
や
、
災
害
時

に
避
難
所
と
災
害
対
策
本
部
と
の

情
報
伝
達
、
情
報
収
集
を
迅
速
に

し
、
円
滑
な
避
難
所
運
営
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
安
全
安
心
な
住

民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
学
校
間
の
学
習
の
情
報
交

換
、
共
有
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

佐
賀
漁
港
海
岸
、
浜
田
地
区

（
伊
保
木
〜
小
森
）
に
お
い
て
、

高
潮
、
津
波
、
浸
食
な
ど
に
よ
る

災
害
か
ら
海
岸
お
よ
び
背
後
地
を

防
護
す
る
た
め
、
離
岸
堤
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

運
用
開
始

漁
港
海
岸
保
全
事
業
の
継
続

従
来
の
行
政
協
力
員
手
当
を
廃

止
し
、
自
治
会
活
動
費
に
統
合
す

る
と
と
も
に
、
自
治
会
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
自
治
会
の
自

主
的
な
活
動
な
ど
に
対
し
て
活
動

費
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

自
治
会
連
合
会
の
運
営

自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
自

治
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
自
治
会
連

合
会
に
お
い
て
、
町
と
の
協
働
関

係
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
協
議

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

住
民
と
行
政
が
各
々
の
特
性
や

専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
と
も

に
考
え
、
実
行
す
る
「
協
働
の
ま

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座
の
開
設

行
政
が
行
っ
て
い
る
仕
事
の
中

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た

い
、
聞
き
た
い
内
容
に
つ
い
て
、

担
当
職
員
が
出
向
き
お
話
を
し

て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
町
政
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
「
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

住
民
自
ら
考
え
、
主
体
と
な
っ
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

住
民
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
主

体
的
に
企
画
、
運
営
、
実
施
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。
住
民
と
行
政
が
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

安
全
、
安
心
の
絆
（
ま
ち
）
づ
く
り

１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

２

障
害
者
自
立
支
援
法
の
新
た
な

制
度
を
利
用
し
て
、
関
係
者
の
み

な
さ
ん
が
円
滑
に
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
利
用
で
き
る
よ

う
緊
急
的
、
経
過
的
な
対
策
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生　～安全安心、元気なまちづくり～

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
講

演
や
先
進
地
の
事
例
紹
介
を
と
お

し
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
つ
く
ろ
う
と
い
う
意
識
を

醸
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
育
成
環
境
づ
く
り

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
た
め
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
を
第
１

子
お
よ
び
第
２
子
に
つ
い
て
月
５

０
０
０
円
を
増
額
し
、
出
生
順
位

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
１
０
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
「
乳
幼
児
加
算
」

の
創
設

０
歳
児
か
ら
幼
稚
園
・
保
育
園

就
園
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
の
方
々
が
、
子
育
て
の
喜

び
や
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年

度
は
開
設
時
間
を
午
前
中
の
み
と

し
、
新
た
に
土
曜
日
を
開
設
す
る

こ
と
で
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実

学
級
指
導
で
の
食
に
関
す
る
指

導
や
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
の
連

携
に
よ
る
食
に
関
す
る
指
導
の
充

実
の
た
め
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

望
ま
し
く
規
則
正
し
い
食
生
活
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

食
材
へ
の
関
心
や
大
切
に
す
る

心
・
食
文
化
の
伝
承
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た

食
育
推
進
事
業(

平
生
小)

子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中

で
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

放
課
後
や
休
日
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
た

ち
と
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
行

う
な
ど
、
地
域
住
民
と
の
交
流
活

動
を
小
学
校
区
に
お
い
て
行
う
こ

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
進
ん
で

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た

ち
に
読
書
の
大
切
さ
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
「
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
密
接
に
連

携
を
し
て
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

定
住
を
促
進
す
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

４農
業
の
継
続
的
な
発
展
を
図
る

た
め
、
安
定
的
な
農
業
経
営
に
取

り
組
む
担
い
手
へ
の
経
営
改
善
支

援
、
ま
た
新
た
に
農
業
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
新
規
就
農
者
の

確
保
・
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

担
い
手
の
育
成
支
援
と

新
規
就
農
者
の
確
保

環
境
美
化
を
保
持
す
る
た
め
、

町
内
を
車
で
巡
回
し
、
廃
棄
物
不

法
投
棄
の
監
視
や
清
掃
活
動
を
定

期
的
に
行
い
ま
す
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
事
業
の
認
可
区
域
外

お
よ
び
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

の
計
画
区
域
外
の
地
域
に
お
い

て
、
専
用
住
宅
に
設
置
す
る
処
理

対
象
10
人
以
下
の
浄
化
槽
に
対
し

て
、
町
が
補
助
基
準
額
を
上
乗
せ

し
て
行
う
補
助
事
業
で
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
農
村
が
持
つ
、
水
源
涵
養
・

洪
水
の
防
止
な
ど
の
多
面
的
機
能

の
低
下
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
継
続

上
関
町
と
の
共
同
事
業
で
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
こ
の
地
域

の
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
安
定
受
信

や
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

に
よ
り
、
情
報
格
差
を
解
消
し
、

住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
基
盤
施
設

整
備
事
業

３

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
に

基
づ
く
も
の
で
、
今
後
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
平
生
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
耐
震
改
修
の
基
礎
数
値

を
得
る
た
め
耐
震
診
断
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
生
中
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
２
次
診
断

河
川
、
海
域
な
ど
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
と
住
民
の
快
適
な
居

住
環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
、
漁
業

集
落
環
境
整
備
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
公
共
下

水
道
事
業
で
は
、
計
画
期
間
、
汚

水
・
雨
水
計
画
、
認
可
区
域
の
見

直
し
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

ほ
か
、
平
成
９
年
度
に
着
手
し
た

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
計
画
通
り
事
業
が
完
了
し

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
・
漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業

中
山
間
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
自

立
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活

動
な
ど
の
体
制
整
備
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

と
と
し
て
い
ま
す
。
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持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

５「
行
政
の
簡
素
、
効
率
化
」

「
組
織
、
機
構
の
簡
素
、
効
率
化
」

「
定
員
管
理
の
適
正
化
及
び
給
与

制
度
の
見
直
し
」
「
財
政
の
健
全

化
対
策
」
の
基
本
４
項
目
を
掲
げ

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
計
画
的
な

実
践
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
基
本
４
項
目
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
の
間
、
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
創
造
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の

確
立
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
生
町
行
財
政
改
革
集
中

プ
ラ
ン
の
計
画
的
推
進

平
成
18
年
度
か
ら
導
入
し
た
行

政
評
価
の
２
次
評
価
を
委
ね
る
た

め
、
一
般
公
募
委
員
２
名
を
含
め

た
６
名
の
行
政
評
価
委
員
を
選
任

し
、
外
部
評
価
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
委
員
会
の
開
催

県
と
市
町
、
消
防
本
部
を
結
ん

で
い
る
ア
ナ
ロ
グ
無
線
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
通
信
手
段
を
確
保
す
る

総
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

広
報
紙
を
は
じ
め
と
し
て
町
が

発
刊
す
る
印
刷
物
な
ど
町
保
有
の

資
産
を
、
「
広
告
媒
体
、
民
間
企

業
」
な
ど
に
提
供
す
る
広
告
掲
載

事
業
を
始
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
遊
休
町
有
地
の
計
画

的
処
分
や
、
公
有
財
産
の
有
効
活

用
な
ど
、
精
力
的
に
歳
入
の
確
保

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

歳
入
確
保
対
策
の
継
続
検
討

■平成19年度予算一般会計

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生　～安全安心、元気なまちづくり～

一
般
会
計
、
国
保
会
計
に
引
き

続
き
徴
収
嘱
託
員
を
配
置
し
、
徴

収
体
制
の
強
化
を
図
り
、
税
収
確

保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

収
納
体
制
の
強
化

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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平生町 財政状況等一覧表（平成17年度）
今後の公会計改革の推進や新しい地方公共団体の再生法制の具体化も視野に入れ、普通会計に加え、企業会計

などの特別会計や関係する一部事務組合、公社の財政状況等を含めた地方公共団体の総合的な財政情報について
平成17年度決算を基に開示するものです。
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田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

は
、
昭
和
43
年
に
給
水
開
始
を
し

て
以
降
、
恒
常
的
な
水
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
昭
和
57
年
、
柳
井

市
を
中
心
と
す
る
１
市
９
町
に
よ

り
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
が

設
立
し
、
広
島
県
境
を
流
れ
る
小

瀬
川
に
建
設
さ
れ
る
弥
栄
ダ
ム
か

ら
取
水
し
用
水
を
供
給
す
る
計
画

を
す
す
め
、平
成
13
年
４
月
か
ら
、

本
格
的
給
水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
当
地
域
の
水
不
足
が
解
消

さ
れ
、
安
定
的
に
良
質
な
水
が
供

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
日
３
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
処
理
能
力
を
持
つ
浄
水
場

の
建
設
な
ど
に
要
し
た
経
費
や
、

柳
井
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
受
水

し
て
い
る
責
任
水
量
５
１
５
０

m3
／
日
（
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て

も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水

量
）
の
経
費
で
、
水
道
企
業
団
の

財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら

県
制
度
に
よ
る
高
料
金
対
策
補
助

を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
15
年

度
か
ら
は
、
さ
ら
に
田
布
施
、
平

生
両
町
か
ら
料
金
対
策
に
係
る
補

助
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
企
業
団
と
し
て
も
、

平
成
15
年
12
月
か
ら
浄
水
施
設
な

ど
の
運
転
・
維
持
管
理
業
務
を
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
検
針
・
料
金

徴
収
・
会
計
業
務
を
民
間
委
託

し
、
管
理
・
運
営
面
で
の
合
理

化
・
効
率
化
を
一
層
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
水
道
料
金
の
滞

納
者
に
対
し
て
は
給
水
停
止
な
ど

の
措
置
を
講
じ
る
な
ど
水
道
料
金

の
安
定
的
収
入
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
努
力

し
て
も
な
お
困
難
な
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
料
金
設
定
に
お
け
る
客

観
的
事
実
の
乏
し
さ
、
料
金
格
差

や
用
途
に
つ
い
て
の
基
準
が
あ
い

ま
い
な
た
め
、
こ
れ
ま
で
利
用
者

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
変
更
す
る

た
め
、
水
道
料
金
を
本
年
８
月
使

用
分
か
ら
別
表
の
と
お
り
改
定
さ

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
一
層
の
経
費
の
節
減
・
効

率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

１．改定内容

１　料金体系は、家庭用・業務用といった「用途別

料金体系」から水道メーターの口径による「口径別料

金体系（メーター口径別に基本料金を設定）」に変更

し、従量料金を統一します。

２　加入金と給水装置工事設計審査・工事検査手数

料の改定をおこないます。また、指定給水装置工事事

業者指定申請手数料を新設します。

２．改定時期

平成19年８月１日から適用いたします。

３．改定後の水道料金〔１カ月につき〕

水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

４．改定：加入金・設計審査工事検査手数料

５．新設：指定給水装置工事事業者指定申請手数料

１件につき１０，０００円

■水道料金の計算例（消費税を含む）

■問合せ先 田布施･平生水道企業団Tel（52）2400 受託会社　（株）スーパーウォーターTel（52）3128

用
途
別
か
ら
メ
ー
タ
ー
口
径
別
へ

料
金
体
系
が
変
更
に
な
り
ま
す
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下水道の区域が拡大します

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い
て
、
下
水

道
の
供
用
お
よ
び
下
水
の
処
理
の
開
始
を
す
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
新

た
な
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
４
月
１
日
以
降
、

排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
下
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
排

水
設
備
（
公
共
マ
ス
ま
で
の
宅
地

内
の
排
水
管
や
マ
ス
な
ど
）
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
便
所
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
、
下
水
道
に
つ
な
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年

排
水
設
備
の
設
置

今回供用開始す
る区域

供用開始済区域

※この地図は平成７年４月現在

の地図を使用しています。

以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
指
定

工
事
店
一
覧
表
は
広
報
５
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
）

公共下水道事業
（平生地区）

漁業集落環境
整備事業（佐賀地区）
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◎
受
益
者
お
よ
び
金
額
、
納
付
方

法
に
つ
い
て

☆
公
共
下
水
道
区
域（
平
生
地
区
）

―
受
益
者
負
担
金

区
域
内
す
べ
て
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
地
目
や
利
用
状

況
に
よ
り
徴
収
猶
予
や
減
免
の
措

置
が
あ
り
ま
す
。

負
担
金
額
は
１
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
４
０
０
円
で
、
土
地
の
面

積
を
乗
じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
の
分
納
で
１
年
を
４
期
に

分
け
て
計
20
回
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
一
括
納
付
も
で
き
ま

す
）
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は
７

月
末
日
と
な
り
ま
す
。

☆
漁
業
集
落
区
域
（
佐
賀
地
区
）

―
受
益
者
分
担
金

区
域
内
の
世
帯
主
ま
た
は
建
物

所
有
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

分
担
金
額
は
１
戸
あ
た
り
６
万

円
で
す
。

分
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
分
納
で
、
１
年
を
４
期

に
分
け
て
計
12
回
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
（
一
括
納
付
も
で
き

ま
す
）
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は

７
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

下水道に流入した汚水は浄化センターで処理され、きれいな水となって海に放流されます。下水道使用

料は、これらの施設の管理運営の費用にあてられます。

排出された汚水量に応じて２カ月ごとに計算され、口座振替などにより納めていただくことになります。

○汚水量の算定

水　　　道：水道の検針水量によります

井　　　戸：１世帯３人までは１人当たり６m3、４人目からは１人当たり４m3で計算します

水道・井戸併用：水道使用水量と井戸水の認定使用水量の多い方の水量とします

下水道使用料について

受
益
者
負
担
金
お
よ
び
受
益
者
分
担
金

改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

町
で
は
、
く
み
取
り
便
所
の
水

洗
化
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
の
排

水
設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
改
造

資
金
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん
と
、
そ

れ
に
係
る
利
子
の
一
部
を
補
給
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
額

工
事
１
件
に
つ
き
10
万
円
以
上

60
万
円
以
内
（
く
み
取
り
便
所
２

カ
所
以
上
改
造
の
場
合
は
80
万
円

以
内
）

◎
償
還
方
法

融
資
月
の
翌
月
か
ら
40
カ
月
以

内
、
毎
月
元
金
１
万
円
以
上
お
よ

び
利
子
相
当
分
の
元
金
均
等
月
賦

償
還

◎
主
な
資
格

・
処
理
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
行

う
改
造
工
事
で
あ
る
こ
と

・
町
税
、
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
（
町
内
居

住
者
）
を
有
す
る
こ
と

◎
利
子
補
給

融
資
金
額
完
済
後
、
利
子
の
う

ち
３
・
０
％
を
超
え
る
部
分
の
利

子
の
補
給
は
町
が
行
い
ま
す
。

下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と

違
っ
て
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
人

し
か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の

整
備
費
用
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な

う
こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
事
業
お

よ
び
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
負
担
金
・
分
担
金
は
一
度
限
り

負
担
金
お
よ
び
分
担
金
は
、
供

用
開
始
区
域
内
の
人
に
か
か
り
ま

す
が
、
毎
年
賦
課
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
一
度
限
り
の
も
の
で
す
。

◎
申
告
制
に
つ
い
て

負
担
金
お
よ
び
分
担
金
は
、
間

違
い
な
く
運
用
す
る
た
め
に
申
告

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

ら
れ
る
人
に
は
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
上
期

限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
町
役
場
建
設
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
８
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■
70
歳
未
満
の
人
の
入
院
に
お
け
る
医
療
費
の

窓
口
で
の
高
額
な
負
担
が
緩
和
さ
れ
ま
す

■
出
産
育
児
一
時
金
の

受
取
代
理
制
度
を
開
始
し
ま
す

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
、
い
っ
た
ん
医
療
機
関
で

一
部
負
担
額
（
３
割
）
を
支
払
い
、

そ
の
支
払
っ
た
医
療
費
の
月
額
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
申
請
を
す
る
こ
と
で
超
え
た

分
（
高
額
療
養
費
）
が
払
い
戻
さ

れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
交
付
（
事
前
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
を
受
け

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院

時
に
限
り
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済
む
こ

と
に
な
り
、
一
時
的
な
費
用
負
担

が
軽
く
な
り
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
た
い
人
は
、
被
保
険
者

証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
町
民

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
県
民
税
非
課
税
の
世
帯

に
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

食
事
代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
人
は
、
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

○
受
取
代
理
制
度
と
は

平
生
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
出
産
し
た
と

き
、
産
ま
れ
た
子
ど
も
１
人
に
つ

き
35
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
被

保
険
者
に
代
わ
っ
て
医
療
機
関
な

ど
（
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
）

が
受
け
取
る
こ
と
で
、
被
保
険
者

が
事
前
に
用
意
す
る
出
産
費
用
の

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
は
退
院
時
に
出
産
費
用

の
全
額
を
医
療
機
関
へ
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

４
月
よ
り
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

と
、
35
万
円
を
超
え
た
分
を
支
払

え
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
出
産
費
用
が
35
万
円
に
満
た
な

い
場
合
は
、
そ
の
差
額
を
一
時
金

と
し
て
支
給
し
ま
す
。）

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
申
請
（
出
産
予
定
日

の
１
カ
月
前
よ
り
受
け
付
け
ま

す
）
が
必
要
で
す
の
で
、
被
保
険

者
証
、
印
鑑
お
よ
び
母
子
健
康
手

帳
な
ど
の
出
産
予
定
日
を
証
明
す

る
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、
町
民

課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
人
は
、
利
用
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
町
民
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

○例えば、胃ガンの手術で10日間入
院したとき（医療費約100万円）

○例えば、出産費用が40万円かかったとき

４
月
か
ら
新
し
い
制
度
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

馬島・佐合島航路の運航ダイヤ（最終便）が変更になりました
４月１日から
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障害者自立支援法の特別対策を実施します

■問合せ先　町役場健康福祉課　Tel（56）7115

障害のある人たちが円滑に福祉サービスを利用できるように、平成19年４月から平成21年３月末ま

で、緊急的・経過的な特別対策が実施されます。主な内容は次のとおりです。

次の条件をすべて満たす場合、負担上限額（月額）が引き下げられます。

●在宅・通所の利用者負担を軽減

これまで通所サービスで、町民税非課税世帯を対象にしていた食費の軽減措置（１食230円）を、

収入約600万円未満相当（町民税の所得割10万円未満
※注１
）の世帯にまで拡大します。

●食費の軽減措置の対象者を拡大

工賃の年額28万８千円（この額を超えた分は、その３割を加算した額）が手元に残るよう工賃控

除を見直します。グループホームおよびケアホームにも、同様の工賃控除を行います。

●入所施設利用における工賃控除の見直し

今回の特別対策には、負担額軽減などの申請、資産要件などの審査が必要です。なお、現在サービ

スを利用されている人には、申請書を送付しています。

◎申請が必要です

※注１…国の税源移譲により平成19年７月以降、一般の人の町民税所得割額は16万円未満で判定。

１対象サービスの範囲

・訪問系サービス：居宅介護、重度訪問

介護、行動援護、短期入所、重度障

害者等包括支援

・日中活動系サービス：児童デイサービ

ス、生活介護、自立訓練、就労移行

支援、就労継続支援、指定旧法施設

支援、指定障害児施設支援

２資産要件

・預貯金額　単身世帯… 500万円以下

２人以上の世帯…1000万円以下

・固定資産
申請者および申請者と同じ世帯の人が、一定の不動産以外の固定資産を持っていないこと。

平成19年度から町役場の勤務時間が変わりました。

人事院規則の改正による休息時間の廃止については、国においては平成18年７月から実施し、本町にお

いては、県、近隣市町ともども平成19年度から実施しています。

今まで昼の休み時間については、休憩時間（12時から12時45分まで）と休息時間（12時45分から13時

まで）を合わせて１時間としていましたが、平成19年度から休息時間を廃止とし、休憩時間を12時15分か

ら45分間とします。

午前：８時30分～12時15分（変更前は８時30分から12時まで）
午後：１時～５時15分（従来どおり）
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「食べる」を見つめてみませんか
平生小学校

最近よく耳にする「食育」という言葉。食育とは、元気で生活できることを願って、「栄養」「食の安全」
「食事のあり方」について、話題にしたり、経験したり、調べたりすることです。
特別なことではなく、誰にとっても身近なことです。家庭での毎日の「食」に目を向けることから始め

てみませんか。

自分にできる「食べる」「楽しむ」「育てる」こと、
自分のできる範囲で始めてみませんか、いのち生き生
き輝くために。
◆家族と一緒に食べよう
◆よくかんで味わって食べよう
◆食事の準備や後片づけを一緒にしよう
◆口は食の入り口、自分の歯や口に関心をもとう
◆野菜を育ててみよう
◆食品の表示を調べてみよう
◆昔と今の食べ物を比べてみよう

平成19年度がスタートしました。シリーズ「歯・口の健康つくり」を引き継ぎ、今月から１年間、「シリーズ食育ト

ク・トク・トーク」で平生小学校から食育推進の取り組みを発信していきます。どうぞよろしくお願いします。

「いただきます」
食事の時、どんな会話が聞こえてきますか？

どんな会話をしていますか？

●食育は特別なことではありません

●自分にできることから始めていきましょう

本
町
で
は
、
介
護
予
防
の
取
組
み
と
し
て
、

３
年
前
よ
り
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
「
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
「
も
う
歳
だ
か
ら
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
口
に
さ
れ
ま
す
が
、
心
身
機
能

は
使
わ
な
け
れ
ば
弱
く
な
る
一
方
で
す
。

現
状
維
持
や
改
善
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
高

齢
に
な
っ
て
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力
ア
ッ

プ
を
す
る
な
ど
、
適
切
な
運
動
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

効
果
の
現
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
昨
年

度
ま
で
に
約
50
名
が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
人
が

元
気
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

平
生
町
に
住
所
を
有
す
る
お
お
む
ね
60
歳
以

上
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
「
よ
く

転
ぶ
」
「
つ
ま
づ
く
」
な
ど
、
下
肢
筋
力
低
下

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

（
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と
）

◆
指
導
者
の
声

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
、
誠
意
を
も
っ
て
指

導
い
た
し
ま
す
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
、
元
気
で
自
分
ら
し

く
前
向
き
に
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
介

護
の
必
要
が
な
い
元
気
な
80
代
、
90
代
」
を
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
な
気
持
ち
で
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。

で
不
安
に
な
っ
て
い
る

人
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
意
欲
が
あ
る
人
。

（
た
だ
し
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
、
身
体
的
支
障

の
な
い
人
、
ご
自
分
ま

た
は
ご
家
族
な
ど
の
送

迎
で
通
う
こ
と
が
可
能

な
人
。）

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容

は
じ
め
に
み
ん
な
で
軽
い
準
備
運
動
を
行

い
、
そ
の
後
、
４
種
類
の
マ
シ
ン
を
使
い
一
人

一
人
の
体
の
状
態
に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
全
身

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

や
看
護
師
を
含
む
10
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
指
導
お
よ
び
サ
ポ

ー
ト
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
お
よ
び
日
時

「
５
月
〜
７
月
」、「
９
月
〜
11
月
」、「
１
月

〜
３
月
」
の
３
回
を
予
定

毎
週
２
回
火
金
午
前
10
時
〜
12
時

▼
実
施
場
所

平
生
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
生
町
大
字
曽
根
１
２
６-

２
）

▼
参
加
費
用
　
３
０
０
円
／
回
（
実
施
日
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
　

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

日
常
生
活
で
不
自
由
を
感
じ
る
ほ
ど
、

「
下
肢
の
萎
縮
」「
筋
力
低
下
」
に
気
付
い

て
い
ま
せ
ん
か



新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。内
外
と
も
厳
し
い
情
勢
の
中
、

引
き
続
き
行
財
政
基
盤
の
確
立
に

全
力
を
尽
く
し
、“
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
”
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

と
い
え
ば
、
防
災
面
で
の
中
核
的

役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が

消
防
団
で
す
。
そ
の
平
生
町
消
防

団
が
、
こ
の
た
び
県
消
防
功
労
章

に
お
い
て
、
県
知
事
表
彰
の
第
１

号
に
浴
し
、
栄
え
あ
る
「
表
彰
旗
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
は
も

ち
ろ
ん
、
町
民
に
と
っ
て
も
大
き

な
名
誉
で
あ
り
、こ
こ
に
改
め
て
、

団
員
各
位
に
限
り
な
い
感
謝
と
祝

意
を
表
し
ま
す
。

本
町
消
防
団
は
現
在
、
本
部
を

含
め
10
団
、
１
９
２
人
で
構
成
。

広
域
消
防
本
部
と
連
携
し
て
の
火

災
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
災
害
の

予
防
、
啓
発
や
避
難
誘
導
、
時
に

は
消
息
不
明
者
の
捜
索
協
力
な

ど
、
強
い
責
任
感
と
使
命
感
を
も

っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
年
末
に
は
全
分
団
に
よ
る
自

主
的
な
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
を

表
示
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
発
案
し

全
戸
へ
配
布
す
る
な
ど
、
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
献
身
的

な
活
躍
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
こ
う
し
た
団
員
を
支
え
て

お
ら
れ
る
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
の

協
力
で
す
。
緊
急
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
れ
ば
、
寒
暖
、
昼
夜
の
別
な
く
、

一
刻
も
早
く
出
動
で
き
る
よ
う
に

手
助
け
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
心

労
を
思
う
時
、
感
謝
の
気
持
ち
で

頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
こ
の
表
彰
旗
は
、
団
員
ご
家

族
に
賜
っ
た
“
勲
章
”
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
平
生
町
消
防

団
と
し
て
の
存
在
感
を
発
揮
し
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
が

「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。
自
治

会
を
単
位
に
住
民
同
士
の
組
織
を

結
成
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目

指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
あ
の

阪
神
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
調
査

で
も
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
り
建

物
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
り
、
自
力

脱
出
困
難
者
の
実
に
77
％
が
、
家

族
や
近
隣
住
民
の
救
助
、
救
出
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
い

か
に
一
人
一
人
の
防
災
意
識
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
が
大
切

か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

今
、
本
町
の
「
自
主
防
災
組
織
」

は
、
全
自
治
会
の
中
で
ま
だ
約
５

割
の
組
織
率
で
す
。
目
下
、
８
割

を
目
標
に
、
各
自
治
会
に
積
極
的

な
組
織
の
設
立
を
呼
び
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
是
非
、
こ
の

「
自
主
防
災
組
織
」
を
有
効
な
減

災
対
策
と
し
て
生
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

地
域
の
防
災
力
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保健センターは、赤ちゃんから

高齢者までさまざまな人の健康に

関する相談や事業を行っている所

です。

これまでは、事業に支障のない

場合、調理実習室などを無料で貸

し出してきましたが、昨年４月か

ら公民館などで自主グループなど

から使用料を負担いただいている

ことから、負担の公平性を考え、

保健センターにおいても使用料を

負担いただくことになりました。

◆保健センター使用料

（平成19年４月１日から適用）

保健センター使用料
制度が始まります

◆使用料減額・免除制度がありま

す。

【使用料全額免除】

町または教育委員会が主催・共

催するとき

【施設使用料の50％減額】

社会福祉・社会教育関係団体が

使用するとき

※減免を受けようとする団体は、

事前に使用料減免申請書を提出

してください。

◆使用できる時間（原則として）

午前８時30分～午後５時15分

（土曜日、日曜日および祝日を除

く）

◆申請方法

保健センターに使用許可申請書

を提出してください。使用する日

の２カ月前から受け付けます。

４月から

■問合せ先
平生町保健センター
Tel（５６）７１４１
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３月３日、平生町「ひろげよう男
ひと

と女
ひと

」連

絡協議会の主催により、「男女共同参画フォ

ーラム2007」が町勤労青少年ホームで開か

れました。

フォーラムでは、昨年募集した「川柳また

は一行詩」の入賞者の表彰や分科会の研修報

告の後、男女共同参画社会についての意見交

換や意見発表がグループ別に行われました。

集まった約100人の参加者は、誰もがいき

いきと輝くことができる社会の実現に向け

て、さまざまな意見を共有し、日常生活を見

つめ直していました。

男女共同参画社会の
実現に向けて

サ
ッ
カ
ー
に
挑
戦
！

３
月
11
日
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
ひ
ら
お
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

公
園
で
、
幼
児
を
対
象
に
し
た
「
キ
ッ
ズ
と
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
遊
ぼ
う
」（
平
生
　
キ
ッ
ズ
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
経
験
し
、
健
康
で
明
る
い
子
ど

も
た
ち
の
育
成
や
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
の
「
地
域
の
力
発
揮
事
業
」
か
ら
の

支
援
を
受
け
て
実
現
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
33
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

同
会
代
表
の
財
満
茂
樹
さ
ん（
大
野
北
）

ら
に
サ
ッ
カ
ー
の
基
礎
知
識
や
ボ
ー
ル

の
扱
い
方
を
教
わ
っ
た
後
、
元
気
よ
く

ボ
ー
ル
を
蹴
り
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

３月10日、平生町観光協会と平生町花とみど

りの会主催の「第18回春の植樹」が、般若寺や

その周辺の道路沿いで行われました。

参加した約60人の会員らは、花と緑に囲まれ

た心安らぐ景観をつくろうと、サクラやツツジな

どの植栽木を丁寧に植えていきました。

花と緑の景観づくり

元
気
の
知
恵
を
み
な
さ
ん
に

３
月
８
日
、「
第
３
回
元
気
の
知
恵
を
語
ろ
う
会
」
が

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
に
は
33
人
が
集
ま

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
る
地
域
グ

ル
ー
プ
の
活
動
事
例
を
聞

い
た
後
、
健
康
に
つ
い
て

の
豆
知
識
や
一
生
元
気
で

楽
し
く
過
ご
せ
る
方
法
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
こ
の
会
を

通
じ
て
、
地
域
で
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
や
健
康

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

町
武
道
館
前
の
道
路
の
向
か
い
側
に
、
平

生
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
が
完
成
！

く
り
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
む
」

が
完
成
し
、
３

月
18
日
、
落
成

記
念
式
典
が
開

か
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

記
念
植
樹
や
記

念
講
演
な
ど
も

行
わ
れ
、
施
設

の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。
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卒業 おめでとう

卒園 おめでとう

佐賀保育園（３月28日／13人）

平
生
幼
稚
園

（
３
月
23
日
／
38
人
）

平生保育園（３月28日／23人）

平生中学校（３月９日／106人） 平生小学校（３月20日／106人）

宇佐木保育園（３月28日／11人）

佐賀小学校（３月20日／13人）

つ
ば
さ
保
育
園

（
３
月
24
日
／
17
人
）

平生湾には、環境の変化などが原因で生息数が減少し、国の絶滅危惧種として指定されているカブト

ガニが生息しています。その存在を知ってもらい、カブトガニ保護など環境問題に対する関心を高めて

もらおうと、ひらお特産品センター加工部会と平生町で、新しく誕生したカブトガニのキャラクターの

特産品を開発しました。カブトガニ印は、平生限定の手作り品の証で、みんなで環境を守りたいという

“カブトガニ印
じるし

の特産品”で環境保護を啓発

本町で親しまれてきた

カブトガニのキャラクタ

ー「カッピー」に、この

たび、新しい仲間が誕生

しました。

なお、新しいキャラク

願いが込めら

れています。

３月19日、

完成した特産

品のお披露目

会がひらお特

産品センター

で開催され、

平生産の素材

を使ったまんじゅうなど、手作りで心温まるカブトガ

ニ印の特産品によって、環境保護の啓発を図っていき

ます。

カッピーに新しい仲間が誕生！

ターの名称は、広報ひらお５月号で募集す

る予定です。
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平
生
町
消
防
団
に
表
彰
旗

２月28日、平成18年度山口県国民健康

保険団体連合会表彰が山口市の国保会館で

行われ、町内から山根勝法さん（佐賀）が

受賞されました。報告のため、同日、町役

場を訪れました。

山根さんは、平成３年から平生町国民健

康保険運営協議会委員を務められており、

このたびの表彰は、多年にわたり国民健康

保険事業の発展に尽力された功績が認めら

れたものです。

左から山田町長、伊田団長、北野副団長

平
成
18
年
度
山
口
県
消
防
表
彰
式
が
３
月
15
日

に
県
庁
で
行
わ
れ
、
平
生
町
消
防
団
は
、
県
知
事

か
ら
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
報
告

の
た
め
、
団
長
の
伊
田
親
男
さ
ん
（
大
野
南
）
と

副
団
長
の
北
野
正
和
さ
ん
（
佐
賀
）
が
町
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

表
彰
旗
の
授
与
は
、
平
素
か
ら
消
防
の
使
命
達

成
に
努
め
、
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
県
内
で
１
団
体
だ
け
に
贈
ら
れ
る

名
誉
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
個
人
と
し
て
は
、
伊
田
さ
ん
が
功
労
章

を
、
第
２
分
団
長
の
重
歳
　
士
さ
ん
（
平
生
町
）

が
永
年
勤
続
功
労
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

国保連合会表彰

おまつりのひとこま

田名公民館まつり（３月21日）

すくすくまつり（３月２日） 平生中央児童館まつり（３月24日）

火
災
予
防
の

防
火
く
い
設
置

平
成
19
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
組
織
し
て

い
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
、
２
月
20

日
か
ら
３
月
８
日
に
か
け
て
町
内
５

カ
所
に
防
火
意
識
を
啓
発
す
る
防
火

く
い
を
設
置
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
柳
井
地
区
広
域

消
防
組
合
の
消
防
士
と
一
緒
に
、
標

語
で
あ
る
「
伝
え
た
い
　
森
の
や
さ

し
さ
　
火
の
こ
わ
さ
」
と
書
か
れ
た

防
火
く
い
を
み
ん
な
で
協
力
し
て
立

て
ま
し
た
。

山田町長から代理表彰される山根さん
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＜ソフトバレーボール大会＞

＜少年剣道大会＞

＜少年柔道大会＞

２月25日、平生町ソフトバレーボール大会が
町体育館など３会場で開かれ、38チームが参加
しました。結果は次のとおりです。
◎Ａブロック１位　　ジャンボレッドα
◎Ｂブロック１位　　Ｊハーツ　Ｃ
◎Ｂ１ブロック１位　ＳＡ－ＥＮＤＳ　紫
◎Ｃブロック１位　　ＡＡＰ
◎Ｃ１ブロック１位　フェアリー’ｓ
◎Ｄブロック１位　　ＭａＣｏＳｕ
◎Ｄ１ブロック１位　マーガレット　Ｉ

３月11日、第32回平生少年剣道大会が町体育
館で開かれました。
（町内から３位以上の入賞者なし）

３月18日、第30回平生町近郷少年柔道大会が
町武道館で開かれました。結果は次のとおりです。
◎個人戦（敬称略）
・幼児の部　　　優勝　田中大登
・男子１年の部　２位　中本督将
・男子３年の部　３位　田中大誠
・男子４年の部　優勝　　ノ口颯

３位　中本　匠
３位　新田弘起

・男子５年の部　２位　新田　剛
・男子６年の部　３位　吉田志紅真
◎団体戦
・低学年の部　　優勝　平生柔道スポーツ少年団

子どもたちのために

３月15日、（社）山口県トラック協会柳

井支部から、町内の小学校に入学する新入

生に黄色の雨傘が寄贈されました。

ありがとうございました。

３月16日、平生ライオンズクラブから、

町内の小学校に入学する新入生にランドセ

ルカバーが、幼稚園・保育園に入園する新

入園児には鈴付きワッペンがそれぞれ寄贈

されました。

ありがとうございました。

「
食
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ

３
月
29
日
、
平
生
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
主
催
の
「
い
き
い
き
元

気
料
理
講
習
会
」
が
、
大
野
地
区
の

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
大
野
公
民

館
で
行
わ
れ
、
19
人
が
参
加
し
ま
し

た
。講

習
会
で
は
、
普
段
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

一
人
一
人
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
調

理
実
習
と
会
食
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
こ
の
会
を
通
じ
て
、

食
に
興
味
を
持
ち
、
食
を
楽
し
む
と

い
う
気
持
ち
が
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。



赤ちゃんから高齢者まで、生涯
を通しての健康づくりを地域の人
といっしょになって考えます。ど
うぞお気軽に声をかけてください。

No.
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だ
れ
で
も
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
以

上
、
い
つ
か
は
老
年
期
を
迎
え
ま
す
。
そ

し
て
、
医
学
が
進
歩
し
平
均
寿
命
が
長
く

な
っ
た
今
日
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
増
え

る
認
知
症
は
、
今
後
ま
す
ま
す
身
近
な
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
も
し
、
認
知

症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
は
長
い

人
生
を
生
き
抜
い
た
歴
史
と
人
格
を
も
っ

た
１
人
の
人
間
と
し
て
、
長
い
間
慣
れ
親

し
ん
だ
地
域
の
中
で
、
心
の
か
よ
っ
た

人
々
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
家
族
が
一
生
懸
命
に
介
護
し
て

い
て
も
、
そ
の
症
状
か
ら
ご
近
所
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
、
介
護
し
て
い
る
家
族
は
、
恥

ず
か
し
い
や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
、
と
て

も
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
す
。
可
能
な
限
り

家
庭
で
介
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
家
族
の

何
よ
り
の
支
え
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

あ
た
た
か
い
見
守
り
で
す
。

「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
　
認
知
症
老
人
の

理
解
と
接
し
方
」（
山
口
県
作
成
よ
り
）

◆
地
域
で
認
知
症
の
人
を
支
え
る

シ
リ
ー
ズ

No.551

れんこんの歯ごたえがよく、青じそでさっぱり感

をプラスしました。

《材　料》　４人分

《作り方》

１れんこんは皮をむいて３～４mm厚さの輪切りに

し、水につけてあくを抜く。

２塩ざけは皮と骨を取り、一口大のそぎ切りにする。

それを１のれんこん２枚で挟み、小麦粉を軽くま

ぶして青じそで巻く。

３ボウルにＡを入れてさっくりと混ぜる。

４２を３にくぐらせて衣をつけ、170℃の油でカラ

リと揚げる。器に盛りレモンを添える。

れんこん 300ｇ

甘塩ざけ 150ｇ

青じそ 20～24枚

揚げ油

小麦粉 3/4カップ

片栗粉 大さじ1

水 1/2カップ強

レモン

れんこんと塩ざけの
衣揚げ

「

認

知

症

を

知

る

」

１

｛Ａ

教室・学級など
・育児学級、母親学級
・パパ・ママスクール
・離乳食学級、幼児おやつ教室
・保健センター開放日
・思春期体験学習
・生活習慣病予防教室
・認知症予防教室
・ほかほか健康体操教室
・健康に関する出前講座

健康づくりのグループ活動
・食生活改善推進員との協力
・母子保健推進員との協力
・健康づくりや子育て、介護予防に
関する自主グループ活動の手伝い

家庭訪問
・乳幼児、妊婦、産婦
・健康診査を受けた人
・からだやこころの病気で家庭療
養をしている人やその家族など

健康診査
・乳幼児健康診査
・基本健康診査、がん検診、肝炎
検診

健康・栄養相談
・面接や電話による相談
（こころとからだの健康、栄養、
運動、育児、介護など）

予防接種

各種手続き
・母子健康手帳交付、健康手帳交
付、不妊治療費助成

保健センターでは、「平生町が、
みんなで支えあう元気で健康なま
ちになるといいな」と願いながら、
さまざまな活動をしています。

保健センターは町の保健室

■問合せ先
平生町保健センター
Tel（５６）７１４１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 144

学
び
を
輝
き
に
！
　
輝
き
を
学
び
に
！

わ
が
ま
ち
の
「
き
ら
き
ら
星
さ
ん
」

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

21
世
紀
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
で
も
、
楽
し
く
、
自
分

か
ら
進
ん
で
学
び
、
ま
た
、
そ
の

学
ん
で
き
た
こ
と
を
社
会
に
役
立

て
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
「
生

涯
学
習
」
の
時
代
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
生
町
で
も
、
「
未
来
を
ひ
ら

き
　
人
も
ま
ち
も
　
い
き
い
き
か

が
や
く
　
平
生
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
わ
が
ま

ち
の
「
き
ら
き
ら
星
さ
ん
」
の
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
や
技
術
、
技
能
、
豊

か
な
体
験
や
経
験
を
お
持
ち
の

方
々
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
で
す
。
町
内
の
学
習
者
か
ら
希

望
が
あ
っ
た
と
き
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
、
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

指
導
の
分
野
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

16
の
分
野
を
設
け
て
い
ま
す
。
現

在
、
の
べ
１
３
８
名
を
登
録
し
て

お
り
、
学
校
や
公
民
館
を
中
心
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
は
、
き

ら
き
ら
星
さ
ん
に
登
録
し
て
、
自

分
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
各
サ
ー
ク
ル
や
団
体
な

ど
で
活
動
さ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
力
で
、
み
ん
な
が

き
ら
き
ら
輝
く
ま
ち
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

平生図書館　Tel（56）2310

４月…16日月、23日月、28日（土／月末整理日）、29日（日／昭和の日）、30日月
５月…３日（木／憲法記念日）、４日（金／みどりの日）、５日（土／こどもの日）、７日月、14日月

《一般書》

《児童書》

風は山河より　第４巻

宮城谷昌光　著

ひとり日和（第136回芥川賞受賞作）

青山七恵　著

一瞬の風になれ1・2・3

佐藤多佳子　著

子どもを伸ばすお母さんの魔法

多湖　輝　著

なにしているの？

五味太郎　作

あっぱれアスパラ郎

川端　誠　作

あかりちゃん

あまんきみこ　作

天と地の守り人　第３部

上橋菜穂子　作　

はじめての文学よしもとばなな

よしもとばなな　著

こどものとも～おべんともっておはなみに～

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「 鈍 感 力 」

渡 辺 淳 一 著

この複雑な現代社会をより良く生

き抜くためには、「鈍感力」が必要
である。叱られ続

けた名医、五感の

鈍さ、図にのる才

能、女性の強さ他、

人生を愛と成功へ

と導く処方箋17

章。渡辺流、男と

女の人生講座。

△佐賀親子料理教室での指導

■問合せ先
教育委員会社会教育課　Te l（56）

☆　４月23日「子ども読書の日」を中心に「調べ学習」参考資料展示（１カ月間） ☆

☆こどもの読書週間　４月23日（月）～５月12日（土）
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携帯電話に
「フィルタリングサービス」の利用を！！

最近、子どもたちが携帯電話からのインターネット接続を

介し、出会い系サイトなどの有害情報によりトラブルや犯罪

にあう被害が急増しています。

こうした被害を防ぐには、有害情報をブロックするフィル

タリング（有害サイトアクセス権限）が極めて有効です。

保護者のみなさまにおかれましては、お子さんに携帯電話

を持たせる際の契約に当たって、フィルタリングサービスを

設定するようにおねがいします！！

※携帯電話各社では、フィルタリングサービ

スを無料で提供しており、子どもが契約者

である場合は、契約時にフィルタリングサ

ービスの申し込みの有無に関する保護者の

意思確認を必ず行うことになります。

インターネットの安心・安全利用に向けた講座（ｅ－ネットキャ

ラバン※）を全国で行っていますので、ぜひ受講してください。受

講料は無料です。

■問合せ先

ｅ－ネットキャラバン運営協議会事務局

Tel03（3583）5808 http://www.fmmc.or.jp/e-netcaravan/

学力診断を行うと訪れた事業者から、「わからないところは

電話やFAXで指導します」と勧められ、３年間の学習用教材

の契約をしました。その２週間後に教材が届いたのですが、あ

まりに大量で高額なため、解約したいのですが可能でしょうか。

クーリング・オフ期間が過ぎているのでクーリング・オフは

できませんが、未使用の教材については中途解約できる場合が

あります。

契約期間が２カ月を越え、金額が５万円を越える家庭教師や指導

付学習教材の契約は、特定商取引法により契約書面をもらってから

８日以内ならクーリング・オフができ、クーリング・オフ期間を過

ぎていても中途解約ができます。

また教材については別と言われたなどの相談事例もありますが、

学習指導に必要という説明を受けて購入していれば「関連商品」と

みなされ、未使用分については解約ができます。

しかし、今回の相談のように教材が届くのが８日以降になったり、

子供にあわないとわかるまでに時間がかかることもあります。

トラブルに遭わないためには、長期間にわたる高額で大量な教材

の契約は避けた方がよいでしょう。契約をする場合は、契約書面に

クーリング・オフや中途解約の記載があるか、役務部分の説明や教

材の価格設定が妥当であるかを確認することが大切です。

◆◇ワンポイント◇◆

学習用教材の契約トラブル

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス
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柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《予約開催》　要予約

５月８日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《予約開催》　要予約

５月８日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《予約開催》　要予約

４月26日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《予約開催》　要予約

５月８日火 ９：00～10：00，17：00～19：00

●心の健康相談《予約開催》　要予約

４月17日火、５月15日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談　要予約（前日まで）

４月27日金 10：00～15：00

○井戸水・水質検査（事前に来所のこと）〔有料〕

４月24日火 ９：00～11：00

※《予約開催》は１週間前までに予約してください

〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春の小川　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 おぼろ月夜

休日や夜間の医療案内

◎休日夜間在宅当番医

午後６時～10時（下記の場所にて診察）

◎休日診療所

日曜・祝日

午前９時～午後５時

熊南地域休日診療所

〔平生町曽根向井原〕

◎平日夜間在宅当番医

午後７時～10時（受付　午後９時45分まで）

◇事情により変更となる場合がありますので、受診

前に必ず電話で確認してください。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

小 児 救 急 電 話 相 談
Tel０８３（９２１）２７５５

＃８０００（プッシュ回線のみ）

受付時間　毎日午後７時～１０時

内　　容　子どもの急患や疾病に関すること

対　　象　15歳未満の子どもをもたれる保護者

夜間にお子さんの具合が急に悪くなり、医療機関

にすぐ受診させた方がよいか迷っている時の相談

を、小児科医が電話で助言します。

※左記のとおり、４月から柳井医師会などの協力に

より、開業医の在宅当番医による平日夜間診療を開

始します。これにより、今まで夜間に救急病院にお

いて受診されていた比較的軽症の患者さんは、まず

在宅当番医で受診していただき、その後必要に応じ

て、二次救急医療機関などで受診していただくこと

になります。
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

緊
急
雇
用
・
便
利
屋
さ
ん

を
募
集
し
ま
す

平
成
15
年
度
か
ら
、
低
コ
ス
ト
で

効
率
的
な
業
務
を
推
進
す
る
た
め
、

突
発
的
な
小
修
繕
な
ど
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
「
便
利
屋
さ
ん
」
制
度

を
は
じ
め
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
技

術
を
お
持
ち
の
人
に
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
の
制

度
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

「
便
利
屋
さ
ん
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者
（
対
象
者
）

町
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
65
歳
以

下
か
つ
次
に
掲
げ
る
業
務
が
で
き
る

人
（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
業
務
の
区
分

大
工
・
左
官
・
塗
装
・
溶
接
・
板

金
・
草
刈
・
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
・

運
搬
・
運
転
・
調
査
・
清
掃
・
筆
耕

（
ひ
っ
こ
う
）
な
ど

●
勤
務
時
間
帯

業
務
に
よ
っ
て
、
町
が
指
定
す
る

時
間
（
お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
）

勤
務
日
数
は
、
発
注
す
る
業
務
内

容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
勤
務
場
所

町
内
（
自
動
車
の
運

転
な
ど
に
あ
っ
て
は
、
目
的
地
ま
で

の
往
復
と
な
り
ま
す
）

●
報
酬
な
ど

１
日
８
８
０
０
円
以

内
で
、
業
務
ご
と
に
別
に
定
め
る
金

額
を
毎
月
末
で
締
め
て
、
翌
月
10
日

に
支
払
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

町
役
場
総
務
課
ま
た
は
佐
賀
出
張

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
履
歴
書

兼
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４

月
27
日
金
ま
で
に
備
え
付
け
の
場
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
登
録
申
請
さ

れ
て
い
る
人
に
あ
っ
て
は
、
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

●
日
時

７
月
９
日
月
　
午
前
10
時
〜
12
時

（
受
付
　
午
前
９
時
〜
９
時
30
分
）

●
場
所

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
（
山
口
市
）

●
申
込
期
間

５
月
１
日
火
〜
22
日
金

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
建
設
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

山
口
県
職
員
採
用
試
験

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
３
初
級
試
験：

昭
和
61
年
４
月
２
日

〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
４
医
療
系
職
種
採
用
試
験：

昭
和
53

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

５
警
察
官
（
男
性
）
（
Ａ
）
試
験：

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

６
警
察
官
（
女
性
）
（
Ａ
）
試
験：

同
右

７
警
察
官
（
男
性
）
（
Ｂ
）
試
験：

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

８
警
察
官
（
女
性
）
（
Ｂ
）
試
験：

同
右

９
身
体
障
害
者
採
用
選
考：

同
右

●
受
付
期
間
（
第
１
次
試
験
日
）

１
　
５
月
14
日
月
〜
６
月
１
日
金

（
６
月
24
日
日
）

２
３
４
　
７
月
３
日
火
〜
８
月
24
日

金
（
９
月
23
日
日
）

５
６
　
５
月
14
日
月
〜
６
月
８
日
金

（
７
月
８
日
日
）

７
８
　
７
月
３
日
火
〜
８
月
24
日
金

（
９
月
16
日
日
）

９
　
７
月
３
日
火
〜
８
月
31
日
金

（
９
月
30
日
日
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
ag
u
ch
i.lg
.j

p
/g
y
osei/jin

ji-i/

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

採
用
試
験

◎
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以

上
26
歳
未
満
、
22
歳
未
満
の
人
は
大

卒
（
平
成
20
年
３
月
卒
業
見
込
み
含

む
）
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
平
成
20
年
３
月
学
位
取
得
見
込
み

含
む
）
は
28
歳
未
満
。
（
海
上
自
衛

隊
技
術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

課
程
修
了
者
に
限
る
）

◎
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
専
門
の

大
学
卒
（
平
成
20
年
３
月
卒
業
見
込

み
含
む
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、

薬
剤
科
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
26

歳
未
満
〔
大
学
院
で
修
士
の
学
位
を

受
け
た
人
（
平
成
20
年
３
月
学
位
取

得
見
込
み
含
む
）
は
28
歳
未
満
〕

◇
共
通
事
項

●
受
付
期
間

４
月
１
日
日
〜
５
月
11
日
金

●
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

５
月
19
日
土

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　
柳

井
地
域
事
務
所

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９

技
能
向
上
訓
練

◇
パ
ソ
コ
ン
入
門（
エ
ク
セ
ル
５
月
）

講
習

●
日
時

５
月
12
、
13
、
19
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

●
講
習
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を

学
習
し
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
２
を

使
っ
て
一
般
的
表
計
算
の
基
礎
か
ら

印
刷
ま
で
の
初
歩
的
な
技
能
の
習
得

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

職
場
に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指

し
、
全
日
程
参
加
が
可
能
な
人
。

●
定
員

18
名

●
受
講
料

９
０
０
０
円

◇
パ
ソ
コ
ン（
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
）

講
習

●
日
時

５
月
19
、
20
日
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

●
講
習
内
容
　
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使

用
し
、
基
本
操
作
か
ら
図
面
出
力
な

ど
ま
で
を
習
得

●
受
講
対
象
者

在
職
者
で
、
職
場

に
お
け
る
技
能
向
上
を
目
指
し
、
全

日
程
参
加
が
可
能
な
人
。

●
定
員

18
名

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

◇
第
２
種
電
気
工
事
士
・
学
科
受
験

対
策
講
習

●
日
時

５
月
７
〜
11
、
14
〜
18
日

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

●
講
習
内
容
　
国
家
試
験
・
第
２
種

電
気
工
事
士
学
科
受
験
対
策

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

第
２
種
電
気
工
事
士
学
科
試
験
合
格

を
目
指
す
人
。

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

●
定
員

20
名

◇
第
２
種
電
気
工
事
士
・
実
技
受
験

対
策
講
習

●
日
時

５
月
11
、
14
〜
18
日

午

●
募
集
職
種
お
よ
び
受
験
資
格
（
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

１
上
級
試
験：

昭
和
53
年
４
月
２
日

〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
２
中
級
試
験：

昭
和
57
年
４
月
２
日



藤
田
　
衛
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

こ
ど
も
班
長

福
原
花
江
（
経
済
課
）

▼
経
済
課

課
長中

本
羊
次
（
建
設
課
長
補
佐
兼
地

籍
班
長
）

課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
班
長

中
本
靖
則
（
農
林
振
興
班
長
）

商
工
水
産
班
長

伊
藤
正
晴
（
企
画
課
）

・
中
尾
玲
子
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
）

▼
建
設
課

課
長
補
佐

池
内
　
昇
（
田
布
施
・
平
生
水
道

企
業
団
出
向
）

課
長
補
佐
兼
徴
収
班
長

田
代
信
忠
（
建
設
課
徴
収
班
長
）

課
長
補
佐
兼
地
籍
班
長

岡
村
茂
樹
（
税
務
課
納
税
班
長
）

・
久
保
秀
幸
（
総
務
課
）

・
中
村
武
央
（
山
口
県
都
市
計
画
課

派
遣
）

・
松
本
康
宏
（
総
務
課
）

▼
佐
賀
出
張
所

所
長
兼
佐
賀
公
民
館
長

村
上
　
勲
（
田
布
施
・
平
生
水
道

企
業
団
出
向
）

・
小
島
洋
子
（
建
設
課
）

▼
保
育
園

平
生
保
育
園
調
理
員

三
谷
一
枝
（
教
育
委
員
会
総
務

課
・
平
生
小
学
校
）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

山
口
県
統
計
協
会
会
員
の

ご
案
内

山
口
県
統
計
協
会
で
は
、
統
計
の

普
及
と
統
計
情
報
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
会
員
制
度
を
設
け
、
会
員

の
み
な
さ
ま
に
統
計
に
関
す
る
情
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

●
会
費
（
年
額
・
１
口
）

特
別
会
員
　
９
０
０
０
円

準
会
員
　
　
６
０
０
０
円

●
会
員
特
典

次
の
広
報
誌
や
統
計
刊
行
物
を
無

償
で
お
届
け
し
ま
す
。
（
共
通
）
県

勢
や
ま
ぐ
ち
、
県
民
手
帳
、
統
計
だ

よ
り
（
特
別
会
員
の
み
）
山
口
県
統

計
年
鑑
、
山
口
県
勢
要
覧

●
申
込
方
法

会
員
の
種
別
（
特
別
会
員
ま
た
は

準
会
員
）
、
加
入
口
数
、
申
込
年
月

日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
法

人
の
場
合
、
名
称
、
代
表
者
氏
名
、

担
当
者
名
）
、
電
話
番
号
、
図
書
送

付
先
（
申
込
者
住
所
と
異
な
る
場
合

の
み
）
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
統
計
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
3
.o
cn
.n
e
.jp
/̃
y
-to

u
k
e
i/

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
統
計
協
会

Tel
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
（
９
３
４
）
３
１
１
０

電
子
メ
ー
ルy-toukei@

athena.ocn.ne.jp

お
知
ら
せ

就
学
援
助
費
の
ご
案
内

小
・
中
学
生
の
お
ら
れ
る
ご
家
庭

で
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

は
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修
学
旅

行
の
費
用
な
ど
の
一
部
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
交
付
申
請
書

（
町
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
様

式
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５

月
31
日
木
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、
助
成

対
象
世
帯
の
収
入
（
所
得
）
上
限
額

が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

《
該
当
者
一
例
》
４
人
世
帯
で
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
の
場
合
〔
父
（
41

歳
）
・
母
（
36
歳
）
・
第
１
子
（
中

２
・
13
歳
）
・
第
２
子
（
小
５
・
10

歳
）
の
４
人
世
帯
〕

○
平
成
19
年
度

１
カ
月
生
活
費
（
国
基
準
に
よ

る
）
×
１
・
２
×
12
カ
月
分
を
基
準

※
給
与
収
入
額
約
４
２
６
万
３
千
円

（
所
得
金
額
約
２
８
６
万
８
千
円
）

以
下
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
総
務
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

後
６
時
〜
午
後
９
時

●
講
習
内
容
　
国
家
試
験
・
第
２
種

電
気
工
事
士
実
技
受
験
対
策

●
受
講
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

第
２
種
電
気
工
事
士
実
技
試
験
合
格

を
目
指
す
人
。

●
受
講
料

１
４
０
０
０
円

●
定
員

20
名

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

●
会
計
管
理
者

岩
見
求
嗣
（
経
済
課
長
補
佐
兼
商

工
水
産
班
長
）

▼
議
会
事
務
局

書
記山

本
律
子
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

▼
政
策
調
整
室

室
長
兼
総
務
課
長

高
木
哲
夫
（
総
務
課
長
）

▼
総
務
課

・
井
村
哲
雄
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
）

・
須
藤
彰
子
（
議
会
事
務
局
）

▼
町
民
課
　

課
長木

谷
巌
（
佐
賀
出
張
所
長
）

・
船
戸
和
昌
（
建
設
課
）

▼
税
務
課

課
長
補
佐
兼
納
税
班
長

永
岡
秀
樹
（
建
設
課
長
補
佐
）

課
税
班
長

新
本
恭
之
（
税
務
課
）

主
査山

本
和
也
（
税
務
課
）

・
山
本
順
一
（
建
設
課
）

▼
健
康
福
祉
課

課
長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

河
野
孝
之
（
健
康
福
祉
課
長
）

課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
班
長

町
役
場
職
員
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（

）
内
は
旧
所
属
〔
・
の
職
員
は
、

課
（
室
）
勤
務
〕

異
　
動
（
町
長
部
局
）

（
４
月
１
日
付
）

（
４
月
１
日
付
）

異
　
動

（
教
育
委
員
会
）

退
　
職

出
　
向

（
４
月
１
日
付
）

採
　
用

（
４
月
１
日
付
）

（
３
月
31
日
付
）

▼
総
務
課

平
生
幼
稚
園
園
長

枡
本
和
彦
（
建
設
課
主
幹
）

佐
竹
秀
道
（
政
策
調
整
室
長
）

松
井
　
稔
（
経
済
課
長
）

田
尾
正
昭
（
町
民
課
長
）

土
肥
京
子
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

長
兼
こ
ど
も
班
長
）

迫
浴
啓
子
（
図
書
館
長
補
佐
）

北
野
由
美
子
（
健
康
福
祉
課
社
会
福

祉
班
長
）

齋
藤
久
江
（
総
務
課
）

桑
江
陽
子
（
平
生
保
育
園
調
理
員
）

大
田
美
代
子
（
平
生
小
学
校
給
食
調

理
員
）

▼
総
務
課
　
山
本
敦
久

▼
健
康
福
祉
課
　
田
原
智
江

▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
加
村

弘
志

▼
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

山
本
俊
明
（
税
務
課
長
補
佐
兼
課

税
班
長
）

主
査関

永
隆
博
（
田
布
施
・
平
生
水
道

企
業
団
）

・
平
島
　
大
（
建
設
課
）

吉
國
泰
子
（
平
生
幼
稚
園
園
長
同

格
）

▼
社
会
教
育
課

社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
図
書
館
長
補
佐

小
島
康
司
（
社
会
教
育
課
長
補
佐

兼
社
会
教
育
班
長
）

社
会
教
育
班
長

岩
井
浩
治
（
社
会
教
育
課
）

・
戎
谷
啓
二
（
建
設
課
）
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《４月16日～５月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町


